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者・行方不明者 5,098 人（うち愛知県 3,260 人）という
台風としては最大の被害をもたらした。

















で 458mm（猿投）に達し、旧小原村の 32 人をはじめ豊
田市で死者・行方不明者 67 人の犠牲者が出ている。
　平成 12 年の東海豪雨（写真１，２）では、９月 11 日
から 12 日の総雨量が名古屋で 566.5mmにも上り、大雨
による河川の氾濫、堤防の決壊、山崩れ・がけ崩れ等

































3 昭和 34 年当時の豊田市
4 昭和 47 年当時の豊田市、藤岡村、小原村、足助町、旭町の合計





































の 10 項目を掲げ、平成 15 年度～平成 17 年度の３か年
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